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わが
を
語
る

市
鉄
と
魚
と
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち

　

岩
手
県
の
東
南
部
に
位
置
し
、
リ
ア

ス
式
の
海
岸
線
を
有
す
る
わ
が
ま
ち
釜

石
市
は
、
黒
潮
と
親
潮
が
ぶ
つ
か
る
豊

か
な
漁
場
「
三
陸
沖
」
や
、
良
質
な
磁
鉄

鉱
、
森
林
な
ど
の
資
源
を
背
景
に
、
製

鉄
業
と
水
産
業
を
中
心
に「
鉄
と
魚
の
ま

ち
」と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
日
本
選
手
権
７
連

覇
を
成
し
遂
げ
「
北
の
鉄
人
」
と
も
呼
ば

れ
た
新
日
鉄
釜
石
が
あ
る
ラ
グ
ビ
ー
の

ま
ち
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
新
日
鉄
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
平
成

13
年
に
地
域
共
生
型
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム「
釜

石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
Ｒ
Ｆ
Ｃ
」
と
し
て

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
多
く
の
サ

ポ
ー
タ
ー
と
共
に
ラ
グ
ビ
ー
の
ト
ッ
プ

リ
ー
グ
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

　

安
政
４
年（
１
８
５
７
年
）12
月
１
日
、

盛
岡
藩
士
・
大
島
高
任
が
、
釜
石
に
お

い
て
、
わ
が
国
で
初
め
て
洋
式
高
炉
に

よ
る
銑
鉄
の
連
続
出
銑
に
成
功
し
ま
し

た
。
以
来
、
工
夫
と
努
力
で
前
人
未
到

の
新
技
術
を
開
拓
す
る
と
と
も
に
、
地

域
を
挙
げ
て
鉄
造
り
に
取
り
組
ん
で
き

た
本
市
の
歴
史
は
、
わ
が
国
の
鉄
鋼
業

だ
け
で
な
く
、
日
本
の
産
業
の
近
代
化
、

経
済
・
社
会
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
12
月
１
日
が
日
本

鉄
鋼
連
盟
に
よ
っ
て
「
鉄
の
記
念
日
」
に

制
定
さ
れ
る
な
ど
、
本
市
は
日
本
の「
近

代
製
鉄
発
祥
の
地
」で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

登
録
を
目
指
し
て
お
り
ま
す「
九
州
・
山

口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」世
界
遺
産
登

録
推
進
協
議
会
の
専
門
家
委
員
会
か
ら
、

本
市
の
鉄
造
り
の
遺
産
で
あ
る
橋
野
高

炉
跡
を
そ
の
構
成
要
素
の
一
つ
に
加
え

る
よ
う
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
ず
か

60
年
で
近
代
化
を
成
し
遂
げ
た
日
本
の

産
業
の
歴
史
を
語
る
上
で
、
本
市
の
鉄

造
り
の
歴
史
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
や
、

本
市
の
も
の
づ
く
り
の
原
点
で
あ
る
、

鉄
造
り
に
懸
け
た
先
人
の
不ふ

と
う撓
不
屈

の
精
神
、
失
敗
し
て
も
挑
戦
し
続
け
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
評
価
さ
れ
て
の
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。「
ふ
る
さ
と
の

文
化
・
歴
史
を
愛
す
る
心
」と
い
う
、
私

が
市
民
み
ん
な
で
共
有
し
よ
う
と
取
り

組
ん
で
き
た
も
の
が
、
人
類
が
未
来
に

引
き
継
い
で
い
く
べ
き
宝
物
で
も
あ
っ

た
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
鉄
造
り
体
験
の
機
会
の
創

出
な
ど
に
よ
り
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
ふ
る
さ
と
の
文
化
・
歴
史
を
大

切
に
思
う
心
を
は
ぐ
く
む
と
と
も
に
、

世
界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
と
協
力
し

て
、
橋
野
高
炉
跡
が
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
る
よ
う
各
種
の
取
り
組
み
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

緑
の
シ
ス
テ
ム
創
造
へ

　

ま
た
、
こ
う
し
た
１
５
０
年
を
超
え

る
鉄
造
り
の
歴
史
に
培
わ
れ
た
も
の
づ

く
り
の
人
材
と
、
本
市
の
面
積
の
約
９

割
を
占
め
る
森
林
の
豊
富
な
資
源
を
活

用
し
、
森
林
事
業
者
や
製
造
業
者
、
行

政
の
連
携
に
よ
る
、「
緑
の
シ
ス
テ
ム
創

造
事
業
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

事
業
で
は
、
計
画
的
な
森
林
整
備
に
加

え
、
安
定
的
な
用
材
搬
出
と
未
利
用
資

源
と
な
っ
て
い
る
林
地
残
材
を
一
体
で

森
林
外
へ
搬
出
・
供
給
す
る
地
域
独
自

の
複
合
的
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
林
内
路
網
の
整
備
や

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
よ
る
生
産

性
の
向
上
と
作
業
の
効
率
化
を
図
る
と

と
も
に
、
定
性
間
伐
主
体
か
ら
列
状
・

定
性
の
複
合
的
間
伐
へ
と
新
た
な
施
業

方
法
へ
の
変
更
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
森
林
の
適
正
な
整
備

は
も
と
よ
り
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

の
有
効
活
用
に
よ
る
森
林
の
公
益
的
機

能
の
回
復
や
、
化
石
燃
料
か
ら
の
脱
却

と
森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
増
加
に

よ
る
低
炭
素
社
会
の
実
現
、
林
家
な
ど

へ
の
所
得
分
配
、
さ
ら
に
は
雇
用
の
場

の
創
出
な
ど
、
森
林
を
中
心
と
し
た
地

域
循
環
型
の
木
材
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
よ
る
林
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

「
み
ん
な
で
創
る
希
望
の
ま
ち
」

　

こ
の
２
つ
の
取
り
組
み
で
触
れ
ま
し

た
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
は
地
域
資
源

を
生
か
し
、
か
つ
市
民
の
力
を
結
集
し

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

近
代
製
鉄
の
父
と
称
さ
れ
る
大
島
高

任
の
伝
に「
火
の
こ
と
は
火
を
知
る
も
の

に
、
山
の
こ
と
は
山
に
、
風
の
こ
と
は

風
に
聞
け
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
技
術
を
確
立
す
る
際
、
地
域
が

持
っ
て
い
る
人
材
、
も
の
、
技
術
を
よ

く
理
解
し
、
活
用
し
な
が
ら
導
入
し
て

い
か
な
け
れ
ば
事
は
成
し
遂
げ
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
一
口
で
言

う
と
「
就
地
取
材
」
の
精
神
を
表
し
て
い

ま
す
。

　

高
任
が
釜
石
の
鉄
鉱
石
製
錬
の
土
着

技
術
や
水
車
動
力
な
ど
の
自
然
環
境
を

巧
み
に
生
か
し
な
が
ら
、
西
洋
に
お
け

る
製
鉄
法
の
原
理
を
取
り
入
れ
て
、
日

本
の
近
代
製
鉄
技
術
を
確
立
し
た
こ
と

は
、
ま
さ
に
こ
の
精
神
を
体
現
し
た
も

の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
高
任

が
こ
の
精
神
を
土
台
に
製
鉄
技
術
の
近

代
化
に
成
功
し
た
よ
う
に
、
こ
の
精
神

を
大
切
に
し
て
市
民
が
幸
せ
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
実
現
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

釜
石
に
あ
る
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
大
事

に
し
な
が
ら
、
市
民
み
ん
な
の
力
を
合

わ
せ
、
希
望
の
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

釜か
ま
い
し石
市（
岩
手
県
）

釜
石
市
長
　
野
田
武
則

「
就
地
取
材
」の
精
神
で

希
望
の
ま
ち
づ
く
り
を

サポーターと共にトップリーグ入りを目指す「釜石シーウェイブスＲＦＣ」

近代製鉄発祥を物語る、現存する日本最古の洋式高炉「橋野高炉跡」

「緑のシステム創造事業」で活用する林内未利用資源

◆ 

面
積　
　

４
４
１
・
42
㎢

◆ 

人
口　
　

４
万
６
０
４
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
７
６
４
４
世
帯　

〔
将
来
都
市
像
〕
人
と
技
術
が
輝
く　

海
と

緑
の
交
流
拠
点

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
１
５
０
年
を
超
え
る
も
の

づ
く
り
の
歴
史
と
、
資
源
豊
か
な
海
と
森

林
を
有
す
る
ま
ち

〔
特
産
品
〕
キ
ャ
ビ
ア
、
地
酒
、
サ
ン
マ
み

り
ん
干
し
、イ
カ
一
夜
干
し
、仙
人
長
老
喜
、

自
然
水
、
甲
子
柿

〔
観
光
〕
釜
石
大
観
音
、
鉄
の
歴
史
館
、
橋

野
高
炉
跡
、
観
光
船
は
ま
ゆ
り
、
五
葉
山
、

釜
石
広
域
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
、
農
漁
業

体
験

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
四
季
の
味
覚
ま
つ
り
、
釜
石

ま
つ
り
、
釜
石
よ
い
さ
、
釜
石
さ
く
ら
祭
、

釜
石
は
ま
ゆ
り
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
国
際
大

会

釜石市長

野田武則

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

釜石市

盛岡市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

所
沢
市
は
、
東
京
都
心
か
ら
30
㎞
、

武
蔵
野
台
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

東
京
都
に
接
し
て
い
ま
す
。
市
の
東
部
・

北
部
地
域
で
は
平
た
ん
な
農
用
地
が
多

く
、
西
部
地
域
で
は
丘
陵
地
帯
が
広
が

る
な
ど
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
市
の
魅
力
と
し
ま
し
て
は
、
ま
ず
、

利
便
性
の
高
い
都
市
機
能
と
武
蔵
野
の

面
影
が
残
る
豊
か
な
自
然
と
が
調
和
し

て
い
る
ま
ち
で
あ
る
こ
と
で
す
。
本
市

は
、
狭
山
丘
陵
、
狭
山
湖
、
武
蔵
野
の

雑
木
林
、
日
本
一
長
い
ケ
ヤ
キ
並
木
と

い
っ
た
豊
か
な
自
然
と
多
く
の
緑
を
有

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
私
鉄
と

Ｊ
Ｒ
を
合
わ
せ
て
11
の
駅
と
関
越
自
動

車
道
の
所
沢
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ

る
な
ど
、
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
中
心

と
す
る
高
い
利
便
性
を
生
か
し
、
発
展

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
本

拠
地
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

プ
ロ
野
球
の
「
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
」

と
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の

「
埼
玉
ブ
ロ
ン
コ
ス
」
が
、
本
市
を
本

拠
地
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
両

チ
ー
ム
は
、
共
に
地
域
密
着
型
の
チ
ー

ム
を
目
指
す
中
、
多
く
の
市
民
に
ス

ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
、
子
ど
も
に
は
夢
を

与
え
る
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

20
年
の
「
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
」
が
日

本
一
に
輝
い
た
と
き
に
は
、
優
勝
パ

レ
ー
ド
を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
る

な
ど
、
市
も
市
民
と
共
に
応
援
を
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
政
令
指
定
都
市
以
外
で
プ
ロ

野
球
チ
ー
ム
の
本
拠
地
と
な
っ
て
い
る

の
は
本
市
だ
け
で
す
。

市
制
施
行
60
周
年
と 

航
空
発
祥
１
０
０
周
年

　

本
年
は
、
市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え

る
と
と
も
に
、
平
成
23
年
に
は
航
空
発

祥
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

本
市
の
歴
史
は
、
市
内
で
発
見
さ

れ
た
遺
跡
か
ら
、
旧
石
器
時
代
の

１
万
５
０
０
０
年
前
か
ら
２
万
年
前
に

は
既
に
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
末
期
に
は
、

新
田
義
貞
の
軍
勢
と
鎌
倉
幕
府
軍
と
の

「
小
手
指
ヶ
原
の
合
戦
」が
あ
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
鎌
倉
街
道
を
は
じ
め
と

す
る
街
道
筋
の
宿
場
ま
ち
と
し
て
栄
え
、

三
富
開
拓
地
割
が
柳
沢
吉
保
に
よ
っ
て

造
ら
れ
る
な
ど
、
多
く
の
歴
史
が
刻
ま

れ
た
ま
ち
で
す
。

　

市
制
は
昭
和
25
年
11
月
に
、
埼
玉
県

で
８
番
目
に
施
行
し
ま
し
た
。
当
時
は
人

口
４
万
２
０
０
０
人
余
り
で
水
田
、
畑
、

茶
園
と
雑
木
林
が
広
が
り
、
農
業
が
中
心

で
し
た
。
そ
の
後
、
高
度
経
済
成
長
時
代

に
は
市
内
各
地
で
大
規
模
な
宅
地
開
発
が

行
わ
れ
、
急
激
な
人
口
増
加
と
と
も
に
首

都
圏
有
数
の
住
宅
都
市
へ
変
ぼ
う
し
て
い

き
ま
し
た
。
現
在
で
は
人
口
34
万
人
余
り

を
有
し
、
豊
か
な
自
然
と
都
市
機
能
が
調

和
し
た
埼
玉
県
南
西
部
の
中
心
的
な
都

市
と
し
て
発
展
し
、
本
年
市
制
施
行
60

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
、
日
本
で
最
初
の
飛

行
場
で
あ
る
「
所
沢
飛
行
場
」
が
開
設
さ

れ
た
航
空
発
祥
の
地
で
す
。
平
成
23
年

は
、
陸
軍
の
徳
川
大
尉
が
フ
ラ
ン
ス
製

複
葉
機
の
ア
ン
リ
・
フ
ァ
ル
マ
ン
機
に

よ
り
、
所
沢
の
地
か
ら
大
空
に
舞
い
上

が
っ
た
明
治
44
年
か
ら
、
１
０
０
年
の

時
を
重
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ア
ン

リ
・
フ
ァ
ル
マ
ン
の
名
は
、
市
内
の
お

菓
子
や
道
の
名
称
と
し
て
今
で
も
残
っ

て
お
り
、
航
空
発
祥
の
地
を
記
念
し
て

開
設
さ
れ
た
所
沢
航
空
記
念
公
園
や
所

沢
航
空
発
祥
記
念
館
は
、
所
沢
の
シ
ン

ボ
ル
の
一
つ
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

市
制
施
行
60
周
年
と
航
空
発
祥

１
０
０
周
年
を
機
に
、
先
人
が
築
き
上

げ
て
き
た「
ふ
る
さ
と
所
沢
の
歴
史
と
文

化
」を
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
く
と

と
も
に
、
未
来
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

「
市
民
と
双
方
向
の
市
政
運
営
」と 

「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

本
市
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
「
第
５
次
所
沢
市
総
合
計

画
」と「（
仮
称
）ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
第
５

次
所
沢
市
総
合
計
画
は
、
時
代
の
変
化

に
対
応
で
き
る
計
画
と
し
、
今
後
の
市

政
運
営
の
「
道
し
る
べ
」
と
し
て
位
置
付

け
て
い
ま
す
。
一
方
、（
仮
称
）
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
は
、
自
己
決
定
・
自
己

責
任
を
求
め
ら
れ
る
地
方
分
権
・
地
域

主
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
自
治
の
基

本
理
念
や
市
政
運
営
の
基
本
ル
ー
ル
を

定
め
る
「
ま
ち
の
憲
法
」
と
し
て
位
置
付

け
て
い
ま
す
。

　

策
定
に
あ
っ
て
は
、「
市
民
と
の
協

働
」を
基
本
に
、
ど
ち
ら
も
公
募
の
市
民

委
員
と
市
職
員
が
協
働
し
て
具
体
的
な

検
討
を
進
め
る
た
め
、
平
成
21
年
に
は

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
」を
締
結
し
、

市
民
と
共
に
つ
く
り
上
げ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
主
体
的

な
地
域
活
動
・
市
民
活
動
の
広
が
り
が

不
可
欠
で
す
。
こ
の
た
め「
新
た
な
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
」を
市
政
運
営
の

キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
、
市

民
活
動
の
拠
点
づ
く
り
や
安
心
し
て
活

動
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
市
民
意
識
調
査
で
は
、

所
沢
へ
の
愛
着
に
つ
い
て
、「
持
っ
て
い

る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
持
っ
て
い
る
」

を
合
わ
せ
る
と
８
割
を
超
え
る
方
か
ら

肯
定
的
な
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。
過
去

の
同
様
の
調
査
結
果
の
中
で
最
も
高
い

値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
市
民
と
双
方
向
の
市
政
運
営
」と「
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
す
る
こ

と
は
、
さ
ら
に
所
沢
へ
の
愛
着
を
は
ぐ

く
む
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
以
前
か
ら
住
ん
で
い
る
方
に

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新
た
に
住
ま
わ

れ
た
方
に
も
「
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
に

引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

所と
こ
ろ
ざ
わ沢
市（
埼
玉
県
）

所
沢
市
長
　
当
麻
よ
し
子

「
生
き
活
き
と
こ
ろ
ざ
わ 

あ
っ
た
か
市
政
」の

実
現
を
目
指
し
て

明治 44 年、所沢飛行場より飛び立ったアンリ・ファルマン機

山車の引き回しに沸き立つ「ところざわまつり」

◆ 

面
積　
　

71
・
99
㎢

◆ 

人
口　
　

34
万
１
６
７
９
人

◆ 

世
帯
数　

14
万
５
１
８
２
世
帯　

〔
将
来
都
市
像
〕
ゆ
と
り
・
う
る
お
い
・
活

力
あ
る
生
活
文
化
都
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
武
蔵
野
の
雑
木
林
、
狭
山

丘
陵
に
代
表
さ
れ
る
緑
、
大
空
へ
夢
を
つ

な
ぐ
航
空
発
祥
の
地
と
い
っ
た
素
晴
ら
し

い
環
境
に
恵
ま
れ
、
自
然
と
都
市
機
能
が

調
和
し
た
ま
ち

〔
特
産
品
〕
狭
山
茶
、
サ
ト
イ
モ
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
、
焼
き
だ
ん
ご
、
手
打
ち
う
ど
ん
、

押
絵
羽
子
板

〔
観
光
〕
狭
山
丘
陵
（
ト
ト
ロ
の
森
）、
狭

山
湖
、
所
沢
航
空
記
念
公
園
、
所
沢
航
空

発
祥
記
念
館
、
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
、

埼
玉
ブ
ロ
ン
コ
ス

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
と
こ
ろ
ざ
わ
ま
つ
り
、
所
沢

市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
所
沢
市
民
文
化

フ
ェ
ア
、
所
沢
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

所沢市長

当麻よし子

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

所沢市
さいたま市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

志
摩
市
は
三
重
県
の
中
部
、
伊
勢
湾

の
入
り
口
に
突
き
出
し
た
志
摩
半
島
の

南
岸
に
位
置
し
、
平
成
16
年
10
月
に
志

摩
郡
の
５
つ
の
町
が
合
併
し
て
誕
生
し

た
人
口
約
６
万
人
の
ま
ち
で
す
。
北
部

は
鳥
羽
市
と
伊
勢
市
、
西
部
は
南
伊
勢

町
と
隣
接
し
、
市
の
全
域
が
伊
勢
志
摩

国
立
公
園
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

リ
ア
ス
式
海
岸
の
複
雑
に
入
り
組
ん
だ

海
岸
線
と
常
緑
の
広
葉
樹
に
覆
わ
れ
た

丘
陵
の
美
し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
、
こ

の
地
を
訪
れ
る
人
々
に
大
き
な
感
動
を

与
え
て
い
ま
す
。

「
御
食
つ
国
」志
摩

　

本
市
は
若
狭
、
淡
路
と
と
も
に
、
豊

か
な
水
産
資
源
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ

り
、
朝
廷
に
水
産
物
な
ど
を
献
上
し
て

い
た
こ
と
を
意
味
す
る
「
御み

け食
つ
国く

に

」
と

呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
伊
勢
湾
の
湾
口

か
ら
熊
野
灘
に
か
け
て
の
外
洋
域
は
複

雑
な
岩
礁
域
が
好
漁
場
を
形
成
し
、「
伊

勢
え
び
」や「
あ
わ
び
」と
い
っ
た
磯
根
資

源
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
市
内
に
水
揚
げ
さ
れ
る
天
然
ト
ラ
フ

グ
が
漁
業
者
と
旅
館
経
営
者
の
努
力
に

よ
り
「
あ
の
り
ふ
ぐ
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド

化
さ
れ
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
伊
勢

神
宮
の
神
宮
林
な
ど
を
水
源
と
す
る
３

本
の
河
川
が
流
入
す
る
的
矢
湾
は
、
豊

か
な
森
の
栄
養
が
運
ば
れ
る
こ
と
か
ら

マ
ガ
キ
の
養
殖
に
適
し
て
お
り
、
故
佐

藤
忠
勇
博
士
が
開
発
さ
れ
た
マ
ガ
キ
の

浄
化
技
術
に
よ
り
、
生
で
食
べ
る
こ
と

の
で
き
る
「
的
矢
か
き
」
は
食
通
か
ら
特

に
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
市
の
水
産
物
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
の
が
真
珠
で
す
。
明
治
40
年
に
御

木
本
幸
吉
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
先

駆
者
の
努
力
に
よ
り
真
珠
の
養
殖
技
術

が
確
立
さ
れ
る
と
、
英
虞
湾
、
的
矢
湾

は
世
界
有
数
の
真
珠
養
殖
漁
場
と
な
り
、

伊
勢
志
摩
の
経
済
に
特
に
大
き
な
恵
み

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
本
市
で
水
揚
げ

さ
れ
る
水
産
物
の
多
く
が
三
重
県
の
認

定
し
た
「
三
重
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
県
を

代
表
す
る
特
産
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

経
済
発
展
と
海
の
環
境
変
化

　

本
市
の
市
民
は
、
海
か
ら
多
く
の
恵

み
を
得
て
生
活
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
昭
和
20
年
代
の
真
珠
養
殖
業
の
急

激
な
拡
大
や
昭
和
40
年
代
か
ら
の
急
速

な
観
光
地
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
よ
る
生
活
排
水
の
増
加
な
ど
、
高

度
経
済
成
長
の
中
で
海
へ
の
配
慮
が
忘

れ
ら
れ
、
海
の
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

英
虞
湾
や
的
矢
湾
で
は
夏
に
な
る
と

海
底
近
く
の
酸
素
濃
度
が
低
下
す
る「
貧

酸
素
水
塊
」
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
、

有
害
な
赤
潮
も
頻
発
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
酸
素
の
欠
乏
に
よ
り
海
底
に

す
む
生
き
物
は
少
な
く
な
り
、
20
年
ほ

ど
前
か
ら
ア
サ
リ
も
採
れ
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
外
洋
の
岩
礁
域
で
は
海

藻
が
枯
れ
る
「
磯
焼
け
」
と
い
う
状
態
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
内
湾
、

外
洋
共
に
海
の
生
物
多
様
性
や
生
産

性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
水
産
業

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
漁
業
体
験
や
自

然
観
察
な
ど
の
体
験
型
観
光
の
場
と
し

て
海
が
経
済
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
本

市
に
と
っ
て
、
海
の
環
境
保
全
は
大
き

な
課
題
で
す
。
こ
の
た
め
、
本
市
で
は

こ
れ
ま
で
生
活
排
水
対
策
や
内
湾
域
の

し
ゅ
ん
せ
つ
事
業
な
ど
に
よ
り
、
漁
場

環
境
の
保
全
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

「
き
れ
い
な
海
」か
ら 

「
豊
か
な
海
」へ

　

本
年
は
、
国
連
の
定
め
た「
国
際
生
物

多
様
性
年
」で
あ
り
、
10
月
に
は
名
古
屋

市
に
お
い
て
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回

締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
ま
た
21
世
紀
環
境
立
国
戦
略
に

は
、
藻
場
、
干
潟
の
保
全
・
再
生
・
創
生
、

水
質
汚
濁
防
止
策
、
持
続
的
な
資
源
管

理
な
ど
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
に

よ
る
、
多
様
な
魚
介
類
な
ど
が
生
息
す

る
自
然
の
恵
み
豊
か
な
「
里さ

と
う
み海
」
の
創
生

が
環
境
施
策
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
沿
岸
域
の
環
境
保

全
は
全
国
一
律
の
基
準
で
は
な
く
、
地

域
の
地
理
的
、
社
会
的
環
境
や
生
態
系

の
安
定
な
ど
を
考
慮
し
た「
望
ま
し
い
沿

岸
海
域
の
環
境
」を
創
生
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
平
成
21
年
11
月
に
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
開
催
さ
れ
た
沿
岸
域
の
総
合

的
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
国
々
が
集

ま
る
東
ア
ジ
ア
海
洋
会
議
に
も
出
席
し

ま
し
た
が
、
日
本
の
「
里
海
」
と
い
う
言

葉
が
「
Ｓ
ａ
ｔ
ｏ
ｕ
ｍ
ｉ
」
と
し
て
世
界

中
で
使
わ
れ
始
め
て
い
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

　

海
の
環
境
を
保
つ
た
め
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
環
境
行
政
の
中
で
重
点
的
に
扱

わ
れ
て
き
た
水
質
の
浄
化
だ
け
で
な
く
、

森
・
川
・
海
を
通
じ
た
水
の
循
環
な
ど
、

陸
と
海
を
含
む
沿
岸
域
の
全
体
を
見
渡

し
な
が
ら
物
質
の
循
環
（
食
物
連
鎖
）
を

支
え
る
生
態
系
の
保
全
と
再
生
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
関
係
者
と
協
力

し
て
順
応
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

総
合
的
な
沿
岸
域
管
理
に
よ
る 

地
域
づ
く
り

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
関
係

機
関
と
協
力
し
て
、
英
虞
湾
を
中
心
に

総
合
的
な
沿
岸
域
管
理
を
効
果
的
に
実

施
す
る
た
め
の
科
学
的
な
調
査
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
「
新
し
い
里
海
」

と
い
う
概
念
に
対
す
る
市
民
の
意
識
の

向
上
や
総
合
的
な
沿
岸
域
管
理
を
進
め

る
た
め
の
中
・
長
期
的
な
計
画
作
り
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
環
境

省
の
「
里
海
創
生
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
や

海
洋
政
策
研
究
財
団
と
共
同
で「
海
の
健

康
診
断
」事
業
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
「
御
食
つ
国
」
と
呼
ば
れ
た
本
市
の
豊

か
な
海
の
恵
み
を
後
世
に
伝
え
、
こ
れ

か
ら
も
海
と
共
生
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
は
、
多
く
の
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。
国
や
県
、
関
係
団
体

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

本
市
を
ま
す
ま
す
魅
力
あ
る
地
域
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

志し

ま摩
市（
三
重
県
）

志
摩
市
長
　
大
口
秀
和

「
里
海
」の
概
念
に
基
づ
い
た

「
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

三重ブランドに認定された「あのりふぐ」

真珠いかだの風景が美しいリアス式海岸の英虞湾

◆ 

面
積　
　

１
７
９
・
63
㎢

◆ 

人
口　
　

５
万
８
１
０
１
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
２
６
６
９
世
帯　

〔
将
来
都
市
像
〕「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て

よ
し
の
志
摩
市
」

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
市
の
全
域
が
伊
勢
志
摩
国

立
公
園
に
属
し
、
四
方
に
豊
か
な
海
あ
り
、

八
方
に
旬
の
逸
品
あ
り
の
「
御
食
つ
国
」

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
16
年
10
月
１
日
、
浜

島
町
、
大
王
町
、
志
摩
町
、
阿
児
町
、
磯

部
町
の
５
つ
の
町
が
対
等
合
併

〔
特
産
品
〕
真
珠
製
品
、
あ
の
り
ふ
ぐ
、
的

矢
か
き
、
伊
勢
え
び
、
あ
わ
び
、
き
ん
こ
、

イ
チ
ゴ
、
南な

ん
ば
り張
メ
ロ
ン
、
て
こ
ね
寿
司
、

あ
お
さ

〔
観
光
〕
志
摩
ス
ペ
イ
ン
村
、
合
歓
の
郷
、

志
摩
マ
リ
ン
ラ
ン
ド
、
英
虞
湾
、
横
山
、

安
乗
埼
灯
台
、
大
王
埼
灯
台
、
御
座
白
浜
、

国
府
白
浜
、
天
の
岩
戸
、
と
も
や
ま
公
園
、

海
ほ
お
ず
き
、
志
摩
自
然
学
校
、
志
摩
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
伊
雑
宮
御
田
植
祭
、
伊
勢
え

び
祭
、
安
乗
の
人
形
芝
居
、
潮
か
け
祭
り
、

わ
ら
じ
祭
り
、
国
分
寺
花
ま
つ
り
、
志
摩

ロ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

志摩市長

大口秀和

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。
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わが
を
語
る

市
い
に
し
え
の
都
・
長
岡
京

　

長
岡
京
市
は
京
都
盆
地
の
南
西
部
に

位
置
し
、
乙お

と
く
に訓
地
域
を
形
成
す
る
中
心

市
と
し
て
、
北
は
京
都
市
に
つ
な
が
り
、

西
は
西
山
山
地
を
境
に
大
阪
府
と
接
し

て
い
ま
す
。
そ
の
西
山
の
豊
か
な
緑
と

ふ
も
と
に
広
が
る
竹
林
や
田
園
風
景
が

人
々
に
心
の
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
、

長
岡
京
ら
し
い
景
観
を
は
ぐ
く
ん
で
い

ま
す
。
美
し
い
西
山
の
景
観
を
守
る
た

め
、
平
成
21
年
度
に
本
市
は「
景
観
条
例
」

を
制
定
し
、
ま
た
、
自
然
環
境
保
全
に

向
け
て
は
、「“
環
境
の
都
”
長
岡
京
市
環

境
都
市
宣
言
」を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
よ
り
西
側
の
地
域

は
住
宅
・
商
業
地
区
、
東
側
の
地
域
は

日
本
有
数
の
大
企
業
な
ど
が
集
積
し
た

工
業
地
区
と
し
て
発
展
す
る
一
方
、
日

本
一
と
い
わ
れ
る
タ
ケ
ノ
コ
や
ナ
ス
、

花
菜
の
産
地
と
し
て
も
名
高
く
、
商
業
・

工
業
・
農
業
の
均
衡
の
取
れ
た
都
市
形

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
延
暦
３
年
（
７
８
４
年
）
に

い
に
し
え
の
都
「
長
岡
京
」
が
置
か
れ
た

王
城
の
地
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
乙
訓

地
域
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
、
国
指
定

の
史
跡
で
あ
る
恵い

げ
の
や
ま

解
山
古
墳
、
空
海
が

別
当
を
務
め
た
乙
訓
寺
、
菅
原
道
真
ゆ

か
り
の
長
岡
天
満
宮
、
中
世
の
城
で
あ

る
勝

し
ょ
う
り
ゅ
う
じ
じ
ょ
う

龍
寺
城
、
紅
葉
で
名
高
い
光
明
寺

な
ど
数
多
く
の
名
所
旧
跡
が
あ
り
、
市

全
体
が
文
化
財
の
宝
庫
で
あ
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
勝
龍
寺
城
は
、
明
智
光
秀

の
娘
・
玉た

ま
（
後
の
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
）
が
城

主
細
川
藤
孝
の
長
男
・
忠た

だ
お
き興
に
お
輿こ

し

入

れ
し
た
城
と
し
て
全
国
的
に
有
名
で
す
。

平
成
４
年
に
は
、
勝
龍
寺
城
跡
を
整
備

し
、
市
民
が
憩
え
る
勝
竜
寺
城
公
園
が

完
成
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
市
民
の
提

案
に
よ
り
、
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
の
お
輿
入

れ
の
様
子
を
再
現
す
る
「
長
岡
京
ガ
ラ

シ
ャ
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
後
、
ガ
ラ
シ
ャ
祭
は
、
市
民
ま
つ

り
と
し
て
、
毎
年
11
月
の
第
２
日
曜
日

に
、
市
民
参
加
に
よ
る
時
代
行
列
巡
行

を
中
心
と
し
て
、
盛
大
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

音
楽
の
ま
ち
・
長
岡
京

　

さ
ら
に
最
近
は
、「
音
楽
の
ま
ち
・
長

岡
京
」と
し
て
も
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
的
な
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
あ
る

森
悠
子
氏
を
音
楽
監
督
と
し
、
本
市
で

結
成
さ
れ
た「
長
岡
京
室
内
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
」
が
国
際
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け

て
、
演
奏
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
平
成
20
年
度
か

ら
、
優
れ
た
オ
ペ
ラ
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

お
よ
び
室
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
鑑
賞
で

き
る
「
長
岡
京
音
楽
祭
」
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
平
成
21
年
か
ら
は
、
京
都
府

内
で
も
評
価
の
高
い
中
学
生
の
吹
奏
楽

が
、
こ
の
音
楽
祭
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
23
年
に

京
都
で
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
で
は
、

「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
祭
典
」と「
洋
舞
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
」と

い
う
大
き
な
２
つ
の
演
目
の
会
場
と
な

り
ま
す
。

「
環
境
」「
健
康
」「
安
全
」の 

ま
ち
づ
く
り

　

現
在
、
本
市
で
は
、
地
域
主
権
に
向

け
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
、
平

成
23
年
度
〜
27
年
度
を
計
画
期
間
と
す

る
第
３
次
総
合
計
画
第
３
期
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
本
年
度
は
計
画
策
定
を
踏
ま
え

て
、「
環
境
」「
健
康
」「
安
全
」を
ま
ち
づ

く
り
の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

活
力
の
あ
る
ま
ち
、
安
心
安
全
の
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
都
市
基
盤
整
備
の
一
環
と
し

て
、
京
都
第
二
外
環
状
道
路
（
に
そ
と
）

と
阪
急
電
鉄
京
都
線
の
交
差
す
る
地
点

に
新
駅
が
、
平
成
24
年
度
末
に
開
業
の

予
定
で
あ
り
、
本
市
は
市
南
部
地
域
の

利
便
性
の
向
上
と
活
性
化
を
目
指
し
て
、

駅
周
辺
整
備
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
鉄

道
の
駅
が
交
差
す
る
と
い
う
、
全
国
で

も
ま
れ
な
、
新
し
い
公
共
交
通
の
結
節

点
の
整
備
に
よ
り
、
広
域
的
な
発
展
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、
地
域
力
の
向
上
を
目
指
し
て
、

世
代
を
超
え
た
幅
広
い
交
流
を
促
進
す

る
「
多
世
代
交
流
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

を
４
月
か
ら
開
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、

小
学
校
区
を
単
位
と
し
て
「
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
配
置
し
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
よ
り
一
層
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
環
境
と
景
観
を
創
造
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
対
す
る
補
助
や
防

犯
灯
や
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
も
モ
デ

ル
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
大
切
な
緑
の
財
産
で

あ
る
西
山
の
森
を
守
る
た
め
、
森
林
所

有
者
、
地
域
住
民
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
О
、

大
学
、
行
政
な
ど
が
連
携
し
て
、「
西
山

森
林
整
備
推
進
協
議
会
」を
平
成
17
年
に

設
立
し
ま
し
た
。
そ
の
活
動
は
、
モ
デ

ル
フ
ォ
レ
ス
ト
運
動
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
協
議
会
で
は
多
様
な
主
体

か
ら
参
画
し
て
い
る
会
員
の
皆
さ
ん
が

西
山
の
森
に
入
り
、
過
密
な
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
林
を
、
間
伐
な
ど
に
よ
り
、
豊
か

な
美
し
い
人
工
林
へ
と
手
入
れ
し
て
い

ま
す
。
本
市
は
協
議
会
発
足
時
か
ら
参

画
と
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

で
は
、
本
市
は
小
中
学
校
の
耐
震
化
や

災
害
時
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備

を
積
極
的
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
20
年
度
に
は
、
市
内

の
小
中
学
校
全
校
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法
を

用
い
て
、
空
調
設
備
を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
環
境
教
育
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
本
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

総
額
２
４
３
億
６
１
６
０
万
円
、
語
呂

合
わ
せ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
く
し
く

も
「
西２

４

山や
ま

山３

麓６

、
色１

６

鮮
や
か
」
と
な
り
ま

し
た
。
西
山
の
豊
か
な
自
然
に
抱
か
れ

な
が
ら
、
自
然
環
境
と
都
市
景
観
の
融

合
、
活
力
あ
る
都
市
基
盤
整
備
、
そ
し

て
地
域
力
・
文
化
力
の
向
上
に
よ
り
、「
創

造
と
共
生
で
住
み
つ
づ
け
た
い
長
岡
京
」

の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

長な
が
お
か
き
ょ
う

岡
京
市（
京
都
府
）

長
岡
京
市
長
　
小
田
　
豊

西
山
の
豊
か
な
自
然
に
抱
か
れ
て

活
力
あ
る
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

キリシマツツジの美しい長岡天満宮八条ヶ池

細川ガラシャのお輿入れを再現した長岡京ガラシャ祭

◆ 

面
積　
　

19
・
18
㎢

◆ 

人
口　
　

７
万
９
８
１
８
人

◆ 

世
帯
数　

３
万
３
８
１
７
世
帯　

〔
将
来
都
市
像
〕
住
み
つ
づ
け
た
い　

み
ど

り
と
歴
史
の
ま
ち　

長
岡
京

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
い
に
し
え
の
都
・
長
岡
京

跡
や
多
く
の
文
化
財
、
豊
か
な
西
山
の
緑

が
あ
り
、
交
通
の
便
に
も
恵
ま
れ
た
、
住

民
の
定
住
志
向
の
強
い
ま
ち

〔
特
産
品
〕
タ
ケ
ノ
コ
、
竹
工
芸
品
、
花
菜
、

千
両
ナ
ス

〔
観
光
〕
長
岡
天
満
宮
、
光
明
寺
、
楊
谷
寺
、

乙
訓
寺
、
勝
竜
寺
城
公
園
、
サ
ン
ト
リ
ー

酒
類
㈱
京
都
ビ
ー
ル
工
場

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
春
の
観
光
ま
つ
り
、
た
け
の

こ
フ
ェ
ス
タ
、
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
、
秋
の

も
み
じ
ま
つ
り
、
名
月
の
宴
、
竹
林
コ
ン

サ
ー
ト
、
長
岡
京
ガ
ラ
シ
ャ
祭

長岡京市長

小田　豊

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。
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わが
を
語
る

市
本
年
度
は
飛
躍
の
年
に

　

今
、
地
方
分
権
の
大
き
な
う
ね
り
の

中
で
、
国
と
地
方
の
関
係
そ
の
も
の

が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
全
国

８
０
０
余
り
の
都
市
の
生
き
残
り
を
賭

け
た
知
恵
比
べ
が
激
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
首
長
が
考
え
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
発
想
や
ア
イ
デ

ア
で
ど
れ
だ
け
新
し
い
行
政
の
付
加
価

値
と
市
民
の
幸
せ
を
生
み
出
し
て
い
け

る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
総
社
市
は
こ

れ
ま
で
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
ち

な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
№
１
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
本
市
が
こ
れ
ま
で
進
め
て
き

た
取
り
組
み
が
形
に
な
っ
て
い
く
飛
躍

の
年
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

霞
が
関
に
対た
い
じ峙
で
き
る 

人
材
の
育
成

　

特
に
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
分
権
に
対

応
で
き
る
自
立
し
た
強
い
総
社
市
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
の
人
材
育
成
は
、
大

き
な
テ
ー
マ
で
す
。
職
員
採
用
試
験
、

人
事
考
課
、
職
員
の
意
識
改
革
、
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
に
独
自
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
職
員
採
用
試
験
に
民
間
の
ジ
ャ
ッ
ジ

マ
ン
を
起
用

　

平
成
21
年
度
の
職
員
採
用
試
験
は
、

政
策
立
案
能
力
、
組
織
内
突
破
力
、
問

題
解
決
能
力
に
秀
で
た
職
員
を
採
用
す

る
た
め
、
２
次
試
験
の「
あ
な
た
が
総
社

市
長
に
立
候
補
す
る
な
ら
ど
ん
な
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
掲
げ
る
か
？
」を
テ
ー
マ
と

し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
討
論
試
験

に
、
全
国
で
も
珍
し
い
民
間
企
業
か
ら

の
試
験
官
を
登
用
し
ま
し
た
。
こ
の
試

験
を
勝
ち
抜
い
た
若
い
ル
ー
キ
ー
ズ
が

こ
れ
か
ら
ど
う
市
役
所
を
変
え
て
い
っ

て
く
れ
る
の
か
大
い
に
楽
し
み
で
す
。

●
総
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
人
事
考
課
制
度

　

本
年
度
か
ら
本
格
的
に
実
施
す
る
人

事
考
課
制
度
は
、
制
度
設
計
の
段
階
か

ら
職
員
と
民
間
企
業
の
人
事
の
プ
ロ
が

共
同
作
業
で
つ
く
り
上
げ
た
本
市
自
慢

の
先
進
的
な
制
度
で
す
。
職
員
組
合
と

も
協
議
を
重
ね
、
本
格
的
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
盛
り
込
ん
だ
職
員
の
や
る
気

を
生
み
出
し
、
人
材
を
育
て
て
い
く
制

度
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
良
い

意
味
で
の
信
賞
必
罰
が
市
役
所
の
組
織

に
根
付
い
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

●
中
央
省
庁
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
総
社
市

に
注
入

　

ま
だ
多
く
の
職
員
に
染
み
付
い
て
い

る
、
国
・
県
の
指
示
に
従
っ
て
ほ
か
の

市
と
横
並
び
の
行
政
を
や
れ
ば
い
い
と

い
う
体
質
を
変
え
て
い
く
た
め
、
副
市

長
に
国
土
交
通
省
キ
ャ
リ
ア
の
竹
田
正

彦
氏
を
迎
え
、
霞
が
関
の
洞
察
力
、
企

画
力
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
全
職
員
の
精
神

に
注
入
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
若
手
職
員
を
一
年
間
文
部
科
学
省

に
派
遣
し
て
い
ま
す
が
、
彼
ら
に
は
わ

が
国
を
動
か
し
て
い
る
中
央
省
庁
の
す

ご
み
、
実
力
を
体
感
す
る
と
と
も
に
、

広
く
知
己
を
得
て
将
来
国
と
の
太
い
パ

イ
プ
を
持
つ
人
材
に
成
長
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
方
分
権
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
は
、
そ
の
受
け
皿
と
な
る
基
礎

自
治
体
の
体
力
の
向
上
が
不
可
欠
で
あ

り
、
職
員
の
資
質
向
上
こ
そ
が
、
そ
の
原

動
力
で
あ
る
血
液
と
な
る
の
で
す
。

総
社
流
の
政
策
を
全
国
発
信

　

こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
体
は
、
自
ら

の
政
策
や
地
域
の
特
性
を
ど
ん
ど
ん
内

外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
し
、
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
を
含

め
て
全
国
を
意
識
し
た
発
信
力
を
高
め

て
い
く
べ
き
で
す
。
自
分
の
住
む
ま
ち

の
行
政
が
今
何
を
考
え
、
何
を
や
っ
て

い
る
か
を
発
信
す
る
こ
と
は
、
市
民
に

対
し
て
も
、
故
郷
を
離
れ
都
会
で
暮
ら

す
出
身
者
に
対
し
て
も
大
切
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
事
の
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
発
信
力
を

持
っ
て
や
っ
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か

ら
の
行
政
マ
ン
の
心
得
の
一
つ
で
あ
り
、

大
い
な
る
役
割
で
す
。

　

平
成
21
年
３
月
に
実
施
し
た
三
菱
自

動
車
新
車
２
０
０
台
の
購
入
に
対
す
る

10
万
円
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
は
全
国
的

に
も
話
題
と
な
り
、
本
市
の
基
幹
産
業

で
あ
る
自
動
車
部
品
製
造
業
を
元
気
づ

け
る
と
と
も
に
、
国
の
エ
コ
カ
ー
減
税

導
入
へ
と
結
び
付
き
ま
し
た
。
不
況
に

立
ち
向
か
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
総
社

か
ら
全
国
に
発
信
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
の
２
月
と
３
月
に
は
、

本
市
を
全
国
に
発
信
で
き
る
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

●
Ｓ
Ｏ
Ｊ
Ａ　

Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｚ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ａ
Ｎ

　

Ｄ
Ａ
Ｙ

　

本
市
は
、
西
日
本
有
数
の
外
国
人
の

住
民
が
多
い
ま
ち
で
、
市
内
に
は
中
四

国
唯
一
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校「
エ
ス
コ
ー

ラ･

モ
モ
タ
ロ
ウ
・
オ
カ
ヤ
マ
」
が
開
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
１
０
０
年
前
に
夢
を

求
め
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
多
く
の
本
市

市
民
の
末ま

つ
え
い裔

た
ち
は
、
現
在
景
気
後
退

の
中
で
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
痛
み
を
分
か
ち
合
い
、
共
に

暮
ら
し
て
い
け
る
多
文
化
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

３
月
27
日
に
は
、
本
市
の
多
文
化
共

生
の
取
り
組
み
に
共
感
し
て
、
カ
ス
ト

ロ
・
ネ
ー
ベ
ス
駐
日
ブ
ラ
ジ
ル
大
使
や

石
川
在
エ
ジ
プ
ト
大
使
な
ど
そ
う
そ
う

た
る
メ
ン
バ
ー
が
、
本
市
の
国
際
交
流

イ
ベ
ン
ト「
Ｓ
Ｏ
Ｊ
Ａ　

Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｚ
Ｉ
Ｌ

Ｉ
Ａ
Ｎ　

Ｄ
Ａ
Ｙ
」を
訪
れ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
こ
の
日
開
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
お
い
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
大
使
を
総
社
市

国
際
名
誉
顧
問
に
委
嘱
。
ま
た
本
市
と

静
岡
県
浜
松
市
と
が「
多
文
化
共
生
に
資

す
る
人
材
育
成
等
に
係
る
覚
書
」を
締
結

し
、
こ
の
日
は
日
本
の
多
文
化
共
生
に

と
っ
て
も
エ
ポ
ッ
ク
の
１
日
に
な
り
ま

し
た
。

●
そ
う
じ
ゃ
吉
備
路
マ
ラ
ソ
ン

　

２
月
28
日
開
催
し
た
「
２
０
１
０
そ

う
じ
ゃ
吉
備
路
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、
フ

ル
、
ハ
ー
フ
、
４
・
６
㎞
の
３
種
目
に

８
０
０
０
人
も
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
す

る
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
に
成
長
し
ま
し

た
。
早
春
の
吉
備
路
の
美
し
い
風
景
の

中
を
走
る
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
は
、

走
り
や
す
さ
と
爽
快
感
で
は
日
本
一
の

コ
ー
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
地
元
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
関
係
者
が
一
つ
と
な
っ
て

遠
来
の
ラ
ン
ナ
ー
を
温
か
く
迎
え
て
い

ま
す
。
平
成
23
年
も
２
月
27
日
に
さ
ら

に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
、
全
国
か

ら
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
こ
れ
か
ら
も
、
全
国
に
向
け

て
「
総
社
こ
こ
に
あ
り
」
と
、
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
続
け
ま
す
。

総そ
う
じ
ゃ社
市（
岡
山
県
）

総
社
市
長
　
片
岡
聡
一

今
こ
そ
独
自
の
突
破
力
と
発
信
力
を

「SOJA BRAZILIAN DAY」にて開催されたフォーラム カストロ・ネーベス駐日ブラジル大使と握手

◆ 

面
積　
　

２
１
２
・
00
㎢

◆ 

人
口　
　

６
万
７
４
３
９
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
４
３
５
３
世
帯　

〔
将
来
都
市
像
〕
地
域
・
文
化
・
自
然
が
支

え
る
心
豊
か
な
生
活
交
流
都
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
古
代
吉
備
の
国
の
中
心
と

し
て
栄
え
、
現
在
豊
か
な
自
然
環
境
と
広

域
交
通
の
利
便
性
に
よ
り
着
実
な
発
展
を

続
け
る
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
3
月
22
日
、
総

社
市
、
山
手
村
、
清
音
村
に
よ
り
新
設
合

併

〔
特
産
品
〕モ
モ
、マ
ス
カ
ッ
ト
、ピ
オ
ー
ネ
、

セ
ロ
リ
、
イ
チ
ゴ
、
赤
米
製
品
、
玉
豆
腐
、

き
び
み
ど
り
製
品

〔
観
光
〕
吉
備
路
、
備
中
国
分
寺
、
宝
福
寺
、

鬼
ノ
城
、
福
山
城
址
、
名
勝
豪
渓
、
総
社

宮
、
き
び
じ
つ
る
の
里
、
サ
ン
直
広
場
「
え

え
と
こ
そ
う
じ
ゃ
」

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
吉
備
路
れ
ん
げ
ウ
ィ
ー
ク
、

総
社
市
民
ま
つ
り
雪
舟
フ
ェ
ス
タ
、
義
民

祭
、
そ
う
じ
ゃ
吉
備
路
マ
ラ
ソ
ン
、
神
が

辻
薪
狂
言
、
力
石
総
社

総社市長

片岡聡一
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